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茶に対するあさひVポーラスの

芽出し肥としての施用効果

静岡県茶業試験場土壌肥料研究所

副主任中村茂和

1 はじめに とおりである。今回報告する 2つの試験は全て同

静岡県1における茶園面積は20，800haで、あり，全 一茶園で、行ったものである。

国比41.5%を占める一大茶産地であ 表 1.処理開始前の土壌の理化学性

る。また，静岡県内における茶業は，

総農家数の46.9% 耕地面積では

26.7%を占め，茶は静岡県農業の基

幹作物である。茶の施肥に関しては，
供試ほ場

pH 

(H2U) 

4.3 

EC 
(dS/m) 

0.13 

無機態窒素

(mg/100g風乾土)

5.41 

品質の向上を目指すあまり 本来茶樹の養分吸収 1 )芽出し肥と新芽の生育との関係

量を大きく上回る施肥量が茶園に施され このこ 試験構成は表 2に示したとおりであり，試験

とが茶園土壌の理化学性を悪化させ結果的に施 期間は2000年から2001年までの 2年間である。な

肥効率の大幅な低下や施肥由来の環境負荷を招い お試験結果については永年生作物で、あること

てきた。そのため 本県の施肥量について定めた を考慮し 2001年におけるデータを用いた。 2001

土壌肥料ハンドブ、ソクを平成14年3月に改定し今 年における施肥日は 3月13日， 4月2日， 4月16日

までの年間窒素施肥量の上限値であった66kg/10a であった。芽だし肥の種類は，ポーラス (N-P205ー

を環境ヘ与える負荷等を考慮し， 54kg/10aとした。:1<20:16 (アンモニア態窒素13.5，硝酸態窒素2.5)

環境に配慮、した持続可能な茶栽培を推進してい -7-12)の他に硫安を用い 参考として施肥を全

く上で重要となるのが 施肥効率の向上である。 く行わない無施肥区も設けた。芽出しの施肥量に

施肥効率を向上させるためには施肥量の低減が先 ついて， 1年目は窒素成分で、8.0kg/10aとし， 2年

決であると同時に，施用する肥料の特性を考慮し， 目は10kg/10aとした。また，芽出し肥以外の施肥

茶の品質安定化を図っていくことも 表 2.試験構成

重要で、ある。茶の芽出し肥について
要因 水準 t 備考

は，一番茶の高品質化を目指して硫

安などの速効性肥料が施用されてい

る。あさひVポーラス672(以下，ポ

窒素施用形態

施肥時期

無施肥 硫安 ポーラえμ施肥量:10kgN/10a

3月13日 4月2日 4月16日

ーラスとする)は，資材の特性上，水に溶けやす

いために，土壌ヘ浸透しやすいとされ，茶園にお

ける芽出し肥としての効果が期待される。そこで

今回，本資材の芽出し肥としての効果を確認する

ことを目的に 2つの試験を行ったので報告する。

は行わなかった。処理区の規模は， 1区7.2m2と

し，3反復とした。調査項目は，収穫時に枠摘み

(20X20cm)調査を行い，新芽の窒素含有率につ

いても調査した。窒素含有率の測定は， N.C-

ANALYZER (NC-900， (株)住化分析センター)

2 材料および方法 を用いた。また，深さ 0~20cmの土壌を採取し，

場内の‘やぶきた'成木園(昭和61年定植)を 無機態窒素を分析した。窒素分析はブレムナー蒸

供試した。供試茶園の土壌は牧之原台地茶閣で 留法を用いた。

代表的な洪積層の赤黄色土壌である。処理開始前 2 )芽出し肥と土壌中無機態窒素の消長

における土壌の化学性については，表 1に示した 試験構成は表 3に示したとおりであり，試験期
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聞は2002年のみである。ポーラス及び硫安を窒素

成分で"10a当たり 10kgN，30kgNを2002年 4月1

日に施肥した区及び無施肥区を設けた。処理区の

規模は， 1区7.2m2とし ，3反復とした。調査項

目は，所定の期日に、深さ 0~20cmの上層と 20~

表 3.試験構成

ーラスと硫安区についは同等であった。このこと

から，施肥時期や窒素施用形態の遠いが新芽重ヘ

与える影響は少ないと推察された。

2001年における一 二番茶の窒素含有率につい

要因

窒素施用形態

窒素施肥量

水準

硫安ポーラス

OkgN/10a 10kgN/10a 30kgN/10a 

備考

施肥日:

て調べた結果を表 5に示した。一番茶における窒

素施用形態による影響は，無施肥区

が他の処理区に比べ低い値を示した

が，ポーラス区と硫安区との差は認

められなかった。これは二番茶につ

いても同様の傾向を示した。
2002年4月1日

40cmの下層土壌を採取し 無機態窒素を分析し

た。窒素分析は ブレムナー蒸留法を用いた。

3 結果及び考察

1 )芽出し肥と新芽の生育との関係

表 4に2001年における一 二番茶の新芽重の結

果を示した。一番茶では施肥時期や窒素施用形態

による差は認められなかった。二番茶については

一番茶同様，施肥時期による差は認められず，無

施肥区が他の処理区に比べ低い値を示したが，ポ

表 4.一，二番茶の新芽重調査結果

施肥時期

3月13日

4月2日

4月16日

無施肥

21.1 

23.7 

24.0 

4月29日

硫安 ポーラス

20.7 21.7 

19.2 21.9 

22.3 22.8 

施肥時期による影響は 3月13日に施肥した処

理区が，それ以降に施肥した処理区に比べ高い値

を示した。しかし，二番茶については， 4月16日

に施肥した処理区がそれ以前に施肥した処理区に

比べ高い値を示した。小西ら 1)は，アンモニア態

窒素を茶樹の施肥期である秋期，冬期，早春期，

春期に与え，吸収された窒素の一番茶新芽への移

行などについて検討し 早春施用の窒素は他の施

周期に比較して 茶樹の一番茶新芽の生育に大き

新芽重 (g/20X20cm枠)

6月23日

硫安・ 硫安・

ポーラス 無施肥 硫安 ポーラス ポーラス

平均値 平均値

21.2 27.3 33.7 34.3 34.0 

20.5 25.6 34.5 39.0 36.8 

22.5 27.7 32.7 29.4 31.1 

平均値 23.5 22.1 23.6 27.8a 35.1b 35.8b 

表中で同一アルファベットはL.S.D(5 %レベル)で有意差がないことを示す

表 5.一，ニ番茶の新芽窒素含有率結果

新芽窒素含有率(%)

4月29日 6月23日
施肥時期

硫安・ 硫安・

無施肥 硫安 ポーラス ポーラス 無施肥 硫安 ポーラス ポーラス

平均値 平均値

3月13日 4.71 5.06 5.01 5.03a 3.24 3.53 3.56 3.55a 

4月2日 4.47 4.78 4.81 4.79b 3.22 3.50 3.45 3.48a 

4月16日 4.45 4.66 4.64 4.65b 3.20 3.67 3.75 3.71b 

平均値 4.55a 4.83b 4.82b 3.22a 35.7b 3.59b 

表中で同一アルファベットはL.S.D(5 %レベル)で有意差がないことを示す
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2 )芽出し肥と土壌中無機態窒棄の消長

図2に採取した土壌中無機態窒素の結果を示し

た。施肥量が10kg/10aの場合，ポーラス区の上層

における無機態窒素は施肥後，約5.3-9.1mg/100g

風乾土，下層では約1.3-2.6mg/100g風乾土で、推

移し，硫安区についても同様に上層が下層よりも

高い値を示す傾向であった。向笠ら 2)は施用窒素

の土壌中における消長について調査し，土壌中の

アンモニア態窒素は深さ15cmまでの上層に多い

ことを認めている。このことは 本試験において

もほぼ同様の傾向を示していた。さらに施肥量が

30kg/10aの場合，ポーラス区の下層における無機

態窒素は施肥後，約3.7-6.5mg/100g風乾土で、推

移しており，施肥量が多い処理区ほど下層土壌ヘ

移動する傾向であった。このことは硫

安区においても同様の傾向を示した。

木下ら 3)は茶閣と野菜畑における窒素

の下方への動きについて比較検討した

結果，茶園では硫安によるアンモニア

態窒素の下方への移行性を認めており，

今回の試験結果についてもほぼ同様の

傾向を示唆していると考えられた。ま

た，土壌を採取した2002年5月4日，

5月16日， 6月20日における処理開始

以降の積算降水量は，それそやれ64.5mm，

157.5mm， 352.5mmで、あり，降水量に

よる土壌中無機態窒素の値の変動はみ

く貢献することを認めている。今回の試験結果で

は施肥時期の違いがあり今後の検討を要するが，

芽出し肥の早目の施用は一番茶新芽の窒素含有率

を高める可能性が示唆されたが，二番茶に対して

は，逆に遅目の施用が二番茶新芽の窒素含有率を

高める傾向にあるのではないかと推察された。ま

た，図 1に施肥時期が 3月中旬における一番茶収

穫期前後の土壌中無機態窒素の結果を示した。調

査年により相違はあるが ポーラス区は硫安区と

同等若しくは硫安区に比べ高い値を示す傾向であ

り，芽出し肥の早期施用による肥効は，収穫期前

後まで持続していたと考えられた。

3月中旬施肥による土壌中無機態窒素図 1• 

注)土壌採取年月日:2000年4月27日、 2001年5月1日
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図2.土壌中無機態窒素の消長
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られなかった。

窒素施用形態による遠いについては，先の試験

結果同様，ポーラス区が硫安区に比べ上層および

下層土壌において高い無機態窒素の値を示す傾向

にあった。さらに施肥量が30kg/10aで、は，その傾

向が顕著で、あった。これは資材の特性によるもの

かどうかは不明であり 今後の検討を要する。

以上のことから 芽出し肥の施用時期について

は，今後の検討を要するものの，早期施用が一番

茶新芽の窒素含有率を高める傾向にあることが認

められた。また，窒素施用形態については，無施

肥区が他の処理区に比べ低い窒素含有率を示し

たが，ポーラス区と硫安区では明らかな差はなか

った。一方，新芽重については，施肥時期や窒素

施用形態による影響は小さいものと考えられた。

芽出し肥施用後の土壌中無機態窒素は，上層が

下層に比べて高い値を示す傾向にあった。また，

窒素施用形態については ポーラス区は硫安区に

比べ高い無機態窒素の値を示す傾向にあり，資材

の特性によるものかについては今後の検討を要する。

4. まとめ

茶の生産性は一番茶の収量や品質によるところ

が大きく，茶栽培における芽出し肥は，一番茶の

品質向上を目的として 速効性窒素質肥料が慣行

的に使用されている。また 本試験で供試したあ

さひVポーラス672は水に溶けやすい資材であるこ

とから，茶園における芽出し肥としての効果につ

いて調査した。

1 )ポーラス及び硫安による芽出し肥の早期施用

は一番茶新芽の窒素含有率を高める可能性が

示唆され，ポーラスと硫安による窒素施用形

態による差はないことから ポーラスの芽出

し肥としての効果が確認された。

2 )芽出し肥施用後の土壌中無機態窒素は，調査

期間中，上層が下層に比べて高い値を示す傾

向にあった。

3 )土壌中無機態窒素は ポーラスが硫安に比べ

高い値を示す傾向にあった。

最後に本試験を実施するに当ってはチッソ旭肥

料株式会社・岡田長久氏にご協力を頂いた。ここ

に記して深く感謝の意を表す。
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